








父島の桑ノ木山にはシマホルトノキ（Elaeocarpus photiniaefolius Hook. et Arn.，小笠原
固有種）の大径木が多数生育している。その果実の種子はアカガシラカラスバトの重要な
餌として利用されており、NPO 法人小笠原自然文化研究所（以下 I-Bo）では、2010 年よ
り結実量の多い大径木を選定し、定点カメラを利用したハトの採食状況のモニタリングを
継続して行っている。この調査を通じて、定点カメラを設置していたシマホルトノキの大
径木（幹回り 2m50cm、樹高約 8m）1 本が 2012 年の 9 月、急激に衰弱し枯死に至ったこ





（島田ら、2013）南根腐病の罹病によるものではないかとの情報を受け、筆者が 2013 年 9
月に枯死したシマホルトノキを調査した。枯死したシマホルトノキからは南根腐病の特徴
的な病徴は確認できなかったが、調査木の周辺には南根腐病と思われる特徴を示し枯死し
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